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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 13,175 12.2 922 51.6 1,022 44.0 712 40.9

30年3月期第1四半期 11,743 △4.3 608 △17.7 709 △14.9 505 △14.9

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　925百万円 （3.6％） 30年3月期第1四半期　　893百万円 （38.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 155.55 ―

30年3月期第1四半期 110.39 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 45,834 32,826 71.4

30年3月期 47,358 32,470 68.3

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 32,718百万円 30年3月期 32,361百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結
会計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 30.00 ― 124.00 154.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 72.00 ― 72.00 144.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 27,000 15.1 1,350 7.3 1,500 5.8 1,050 6.3 229.28

通期 57,000 15.0 3,000 3.5 3,200 0.9 2,200 △5.8 480.39

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 4,692,364 株 30年3月期 4,692,364 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 113,167 株 30年3月期 112,940 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 4,579,351 株 30年3月期1Q 4,579,683 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、「添付資料」２ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの主力である「製粉及び食品事業」の当第１四半期の経営成績は、2017年12月に㈱増田製粉所

の株式を追加取得し、同社を連結子会社とした新規連結効果による影響で、小麦粉の販売数量、並びに売上高は

前年同期比増加となりました。また、利益面につきましても増益となりました。なお、本年４月に外国産小麦

の政府売渡価格が平均3.5％引き上げられたことにともない、６月20日納品分より小麦粉製品の価格改定

を行いました。 

 「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間１月～３月）は、ケンタッキーフライドチキン店の売上高が販売

競争の激化により前年同期比減少し、また人件費等の経費が嵩んだことから、利益面も減益となりました。 

 「運送事業」の日東富士運輸㈱は、売上高は前年同期比減少しましたが、配送の効率化や経費削減の取組みに

より、利益面は前年同期並みとなりました。 

以上の結果、当社グループの第１四半期業績は、売上高 131 億 7 千 5 百万円（前年同期比 12.2％増）、 

経常利益10億2千2百万円（前年同期比44.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益7億1千2百万円（前

年同期比40.9％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期末の財政状態は、総資産が、原材料及び貯蔵品の減少等により、前連結会計年度末比15億2千

3百万円減少し、458億3千4百万円となりました。純資産はその他有価証券評価差額金の増加等により、前連

結会計年度末比3億5千5百万円増加し、328億2千6百万円となり、自己資本比率は71.4％になりました。 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、遡及処理後の前年度末の数値で比較を行っております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

「製粉及び食品事業」につきましては、国内市場は少子高齢化の進行や、人口減少による需要の後退が販売競

争を一段と激化させ、この先も難しい事業運営が予想されます。これらに備え競争力を更に強化する必要があり

ます。 

「外食事業」では、業界内での競争激化と消費者の節約志向が続くなか、各店舗に合わせた効果的な事業運営

が必要とされています。また、消費者の食の安全・安心に対する意識も一段と高まっており、これに応える店舗

運営にも注力して参ります。 

当社グループを取り巻く環境は今後更に厳しくなることが予想されますが、「原料調達・製造・販売・開発・

物流」が一体となり、徹底した効率の追求と競争力の強化に取り組むとともに、三菱商事グループ各社との連携

強化や、㈱増田製粉所との開発・営業面でのシナジー効果をさらに増加させることにより業績拡大に向けて最大

限努力していく所存です。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

   （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

    「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税

金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 10,093 1,591 57 11,743 ― 11,743 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

4 0 475 480 △480 ― 

計 10,098 1,591 533 12,224 △480 11,743 

セグメント利益 522 18 50 592 15 608 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 11,626 1,509 39 13,175 ― 13,175 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

4 0 465 470 △470 ― 

計 11,631 1,510 504 13,646 △470 13,175 

セグメント利益又は損失(△) 845 △0 47 892 29 922 

(注)１ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

日東富士製粉㈱ (2003) 平成31年3月期第1四半期決算短信

7


	サマリー(7月30日).pdf
	目次(7月30日)
	2(1)
	2(2)
	注記(7月30日)



